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LINE
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暮らしたいまち薩摩川内市 魅力あるまちづくり 川内川まちづくり

　
３
月
11
日
に
川
内
商
工
高
校

で
、３
月
18
日
に
川
内
高
校
で
、

そ
れ
ぞ
れ「
み
ら
い
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
政
策
提
言
発
表
会
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

※
薩
摩
川
内
市
み
ら
い

　ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は･･･

永
田
副
市
長
講
評

　
若
い
世
代
が
感
じ
て
い
る
こ
と

や
提
案
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
通
じ
て
皆
さ
ん
が

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
、
本

市
へ
の
愛
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

川
内
商
工
高
校
　

　
今
回
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と

な
っ
た
川
内
商
工
高
校
で
は
、
３

月
11
日
に
政
策
提
言
発
表
会
が
行

わ
れ
、
市
か
ら「
み
ら
い
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」の
委
嘱
を
受
け
た
２
年

生
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
選
択
者
４

人
が
、
探
究
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

22022.5.10 広報

私
た
ち
が
考
え
る

ま
ち
の
未
来

薩
摩
川
内
市

み
ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

政
策
提
言
を
発
表

提案・提言 提案・提言 提案・提言

※生徒の氏名については、敬称略しています。

発表者 発表者 発表者中浦香羽 城之下奈子 中村優人　宮脇侑来

問題・課題 問題・課題 問題・課題人口減少、少子高齢化 川内文化ホール跡地利活用 川内川河川敷の利活用

お店を開きたい若者を募集・支援す
る「ストリート街構想」で街に新た
な魅力とオリジナリティを。

若者が魅力を感じる、雨の日でも１
日思いっきり遊べる、①飲食②運動
③教育ができる場所づくりを。

運動推進活動（アプリ開発）、キッチン
カーイベント、緑フェス（東南アジア
料理・文化）を開催し、にぎわい創出を。

　
市
は
、
持
続
可
能
で
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
当
た
り
、

中
高
生
の
視
点
か
ら
必
要
な
意

見
・
助
言
を
求
め
る
た
め
、
本
市

の
中
学
校
や
高
校
に
在
籍
す
る
方

ま
た
は
本
市
に
住
所
を
有
す
る
中

高
生
の
中
で
、
希
望
す
る
方
に
薩

摩
川
内
市
み
ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
委
嘱
を
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
川
内
商
工
高

校
２
年
生
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
選
択

者
と
、
川
内
高
校
１
・
２
年
生
全

員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

※生徒の氏名については、敬称略しています。

生徒たちの詳しい
発表内容はこちら
◀

川
内
高
校

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回
目
の

取
り
組
み
と
な
っ
た
川
内
高
校
で

は
、
３
月
18
日
に
政
策
提
言
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
か
ら「
み
ら
い
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」の
委
嘱
を
受
け
た

１
・
２
年
生
全
員
の
う
ち
、
１
年

生
の
代
表
８
グ
ル
ー
プ
39
人
が
、

市
に
対
し
て
政
策
提
言
を
行
い
ま

し
た
。

政
策
提
言
発
表
を
終
え
て

　
川
内
商
工
高
校
と
川
内
高
校
の

２
校
は
、
市
が
抱
え
て
い
る
課
題

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
を
行

い
、
高
校
生
の
視
点
か
ら
、
市
が

よ
り
魅
力
的
に
な
る
政
策
提
言
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
提
言
は
、
テ
ー
マ
担
当
課
を

中
心
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
薩
摩
川
内
市
は

持
続
可
能
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
行
う
た
め
、
高
校
生

の
意
見
や
助
言
を
求
め
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
合
先
／
本
庁
企
画
政
策
課
　
政

策 

Ｇ（
内
線
４
８
３
２
）

福
元
副
市
長
講
評

　
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
分
析
を

行
い
、
地
域
の
現
状
の
把
握
・
分

析
に
基
づ
い
て
政
策
が
考
え
ら
れ

て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し

た
。
今
回
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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環境に関する学びの
機会の在り方

河川敷の利活用　　

少子化対策　　 男女共同参画社会の実現

仕事と生活の調和

暮らしたいまち薩摩川内

魅力ある街づくり

光通信ネットワークを利用した、
未来の薩摩川内市とは？提案・提言

提案・提言

提案・提言

発表者
発表者

発表者
発表者

発表者

発表者

発表者

発表者

井上咲耶　石神敬也　
内田遥斗　東條紗奈　守田竜也

井上渉夢　藤園歌音　
中村宗史　吉満友彩

石永颯汰　山元仁彩　
石原碧衣　奥保尋　
山田夏綺

髙橋貫太　稲森音愛　
大迫篤弥　楠元梨乃　
十島菜々美

銀屋圭彦　　德重はな
加治木謙太　髙野希美
中 慧晴

津平悠介　武満蓮
迫卓磨　　高田恭輔
古家隆聖

松本紗耶　武田梨花　
田中美寿 　広島美紀
福永心雪

二ノ方菜々美　
前畑彩夏　川添星河　
中村羽音　林奈央

問題・課題
問題・課題

問題・課題

脱炭素社会の実現
川内川河川敷の利活用

少子化対策

家庭内の脱炭素活動を推進するため、脱
炭素に関する市民参加型のイベントを行
い、市民への啓発を。

河川敷でイベント（釣り大会、水上イル
ミネーション、ウォーターバルーン）を
開催し、若者や家族で集える環境づくり
を。

子育て世帯を対象としたポイントカード
を導入し、より育児しやすい仕組みづく
りを。

優秀賞

優秀賞最優秀賞



当
初
予
算
の
編
成
方
針

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、

第
２
次
総
合
計
画
や
未
来
創
生
10
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
、
総
合
戦
略
の
推
進
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
、
薩
摩

川
内
市
未
来
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
の
趣
旨
な
ど
に
留
意

す
る
と
し
た
、
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成

方
針
に
基
づ
く
と
と
も
に
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
薩
摩
川
内
市
の
中
期
的

展
望
を
踏
ま
え
、「
健
全
で
持
続
可
能
な

未
来
創
生
予
算
」を
編
成
し
ま
し
た
。

６
つ
の
政
策
に
基
づ
き

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

展
開
す
る
主
な
事
業

① 

健
や
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

　 

ま
ち
づ
く
り（
健
康
・
福
祉
）〈
96
事
業
〉

４
１
３
億
２
１
６
９
万
円

新
規
事
業

▼�

甑
島
診
療
所
統
合
再
編
調
査
事
業

　
甑
島
診
療
所
の
統
合
再
編
に
向
け
た
基

礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。（
９
９
０
万
円
）

▼�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
・
啓
発
事
業

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
と
啓
発

活
動
に
活
用
す
る
た
め
、
市
内
小
・
中
学

生
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す
。（
２
８
６
万
円
）

拡
充
事
業

▼
地
域
生
活
支
援
事
業

　
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

の
理
解
促
進
、
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、

各
種
講
座
や
手
話
奉
仕
員
な
ど
の
派
遣
事

業
を
実
施
し
ま
す
。（
７
２
２
５
万
円
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
対
策
・
接
種
体
制
確
保
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
追

加
接
種（
３
回
目
接
種
）を
迅
速
か
つ
円
滑

に
実
施
し
、
感
染
予
防
対
策
の
強
化
を
図

り
ま
す
。（
３
億
９
０
０
０
万
円
）

な
ど

② 

快
適
で
魅
力
的
な
住
み
続
け
た
い

　 

ま
ち
づ
く
り（
生
活
環
境
）〈
25
事
業
〉

20
億
４
７
２
４
万
円

新
規
事
業

▼�

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
事
業

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
実
効
性

の
あ
る
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
検
討
作
業
を
実
施
し

ま
す
。（
４
０
０
万
円
）

▼
北
薩
３
消
防
本
部
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備

　
事
業

　
本
市
と
北
薩
地
域
２
消
防
本
部
に
よ
る

通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
用
に
向
け

た
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

（
１
５
０
０
万
円
）

な
ど

③  

地
域
の
豊
か
な
個
性
で
活
力
を
生
み
出

す
ま
ち
づ
く
り（
産
業
振
興
）〈
94
事
業
〉

20
億
２
０
９
９
万
円

当初予算の概要

263億7,150万円（前年度比1.8%増）
一般会計

 特別会計

534億7千万円（前年度比1.5%増）

『健全で持続可能な未来創生予算』
令和
４年度

42022.5.10 広報

当初予算の概要

新
規
事
業

▼
地
域
産
物
販
売
拡
大
連
携
促
進
事
業

　
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た
新
た
な
商
品

化
や
市
外
の
商
工
業
者
と
連
携
し
た
仕
組

み
づ
く
り
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

（
６
０
０
万
円
）

▼
雇
用
対
策
事
業（
ジ
モ
ト
就
職
ジ
ョ
ブ

　
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
）

　
人
手
不
足
の
解
消
の
た
め
、
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
や
市
内
企
業
の
求
人
情
報
の
発
信

を
実
施
し
ま
す
。（
７
４
９
万
円
）

拡
充
事
業

▼
創
業
・
新
産
業
創
出
事
業（
創
業
支
援

　
事
業
補
助
金
）

　
脱
炭
素
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
資
す
る
創
業
へ

の
重
点
的
な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

（
１
１
６
０
万
円
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業

▼
地
域
経
済
対
策
事
業（
地
域
の
商
い
パ

　
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
、
川
内
商
工
会
議
所
な
ど
が
行

う
消
費
喚
起
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
実

施
し
ま
す
。（
３
７
５
０
万
円
）

な
ど

④� 

安
全
性
と
利
便
性
の
質
を
高
め
る

ま
ち
づ
く
り（
社
会
基
盤
）〈
56
事
業
〉

58
億
１
０
０
４
万
円

新
規
事
業

▼（
仮
称
）川
内
港
ア
ク
セ
ス
道
路
建
設
促

　
進
期
成
会
事
業

　
川
内
港
背
後
地
の
ア
ク
セ
ス
道
路
建
設

促
進
に
向
け
、
要
望
活
動
や
関
係
機
関
な

ど
と
の
協
議
・
調
整
を
実
施
し
ま
す
。

（
46
万
円
）

▼
河
川
管
理
事
業

　
水
門
・
樋
門
な
ど
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
災
害
時
の
情
報
共
有
体
制
を
強

化
し
ま
す
。（
１
２
０
０
万
円
）

継
続
事
業

▼
直
轄
港
湾
事
業
負
担
金

　
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
行
う
岸
壁
の
整

備
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
負
担
し

ま
す
。（
５
０
０
０
万
円
）

▼
橋
梁
維
持
補
修
事
業

　
老
朽
化
し
た
橋
梁
の
維
持
補
修
や
、
改

築
を
行
う
た
め
の
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
基
づ
き
、
橋
梁
の
維
持
補
修
を
実
施

し
ま
す
。（
15
億
７
５
０
万
円
）

な
ど

⑤  

次
世
代
を
担
う
人
と
文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り（
教
育
文
化
）〈
54
事
業
〉

21
億
５
１
９
４
万
円

新
規
事
業

▼
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

　
教
職
員
の
校
務
に
係
る
時
間
を
短
縮
し
、

学
習
指
導
な
ど
の
時
間
を
増
や
す
た
め
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

（
１
億
１
２
０
１
万
円
）

拡
充
事
業

▼
国
民
体
育
大
会
事
業

　
特
別
国
民
体
育
大
会「
燃
ゆ
る
感
動
か

ご
し
ま
国
体
」開
催
に
向
け
た
準
備
を
実

施
し
ま
す
。（
２
２
６
６
万
円
）

▼
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業

　
教
育
上
特
別
の
支
援
を
要
す
る
障
害
の

あ
る
幼
児
・
児
童
生
徒
の
支
援
の
た
め
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
４
名
増
員
し
ま

す
。（
５
２
８
６
万
円
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業

▼
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
導
入
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な

ど
に
対
応
し
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
継
続
と
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
電
子

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま
す
。

（
８
９
１
万
円
）

な
ど

⑥  

市
民
み
ん
な
で
考
え
、
行
動
す
る 

ま
ち
づ
く
り（
地
域
経
営
）〈
42
事
業
〉

16
億
９
４
１
１
万
円

新
規
事
業

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
業

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
広
く
市
民
、

事
業
者
な
ど
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
普

及
・
啓
発
を
実
施
し
ま
す
。（
３
０
０
万
円
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

　
利
便
性
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の

向
上
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ル
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
ま
す
。

（
２
０
１
２
万
円
）

な
ど

新
規
事
業

問
合
先
／
本
庁
財
政
課
財
政
Ｇ

（
内
線
４
７
３
２
）　
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■自主財源：地方公共団体が
自主的に収入できるお金
■依存財源：国や県から定め
られた額が交付されたり、割り
当てられたりするお金

■国庫支出金：特定の事業に
対して、国から交付されるお金
■市債：公共事業などの財源
として、国などから借りるお金

■扶助費：生活保護法、児童福
祉法、老人福祉法などに基づ
いた経費
■義務的経費：支出が義務付
けられ、任意に削減できない
経費
■投資的経費：支出の効果が
資本形成に向けられ、道路建
設や学校建設など将来に残る
ものに支出される経費
■繰出金：一般会計と特別会
計または特別会計相互間で支
出される経費

■民生費：児童、高齢者、障害
者の福祉推進などの経費
■総務費：総務管理、財産管理
などの経費
■衛生費：保健衛生や環境対
策、ごみ処理対策などの経費
■土木費：道路、公園、市営住
宅の整備などの経費
■公債費：これまでの施設整
備などで借りたお金の返済の
ための経費
■教育費：学校の管理運営や
施設整備および生涯学習を推
進するための経費
■消防費：消防・救急活動など
のための経費
■商工費：商工業や観光振興
のための経費
■農林水産業費：農林漁業の
振興のための経費
■災害復旧費：災害被害の復
旧に要する経費

用 語 解 説

62022.5.10 広報

0 20 40 60 80 100

歳入
534億
7,000万円

歳出
534億
7,000万円

固定資産税
96億9,770万1千円（62.3％）

市民税
42億4,890万5千円（27.3％）

市たばこ税
6億8,347万9千円（4.4%）

軽自動車税
 4億4千円（2.5%）

その他
 1,635万円（0.1%）

使用済核燃料税
 5億2,542万円（3.4%）

市 税 の 内 訳

歳出（性質別）

地方交付税

依存財源 自主財源

市税

国庫支出金 109 億円
（20.4％）

323 億 8,511 万円（60.6％） 210 億 8,489 万円（39.4％）

155 億 7,185 万 9 千円
（29.1％）

101 億 44 万 6 千円
（18.9％）

市債
39 億 9,590 万円

（7.5％）

繰入金
18 億 4,906 万 7 千円

（3.5％）

県支出金
47 億 1,788 万 1 千円

（8.8％）
使用料及び手数料
7 億 4,400 万円

（1.4％）

諸収入
8 億 7,231 万 8 千円

（1.6％）

繰越金
10 億円（1.9％）

地方消費税
交付金等
21 億 7,953 万円 

（4.1％）

分担金及び負担金
2 億 630 万 8 千円

（0.4％）
財産収入
1 億 7,933 万 8 千円

（0.3％）

寄附金
6 億 6,200 万円（1.2％）

地方譲与税
4 億 9,135 万 3 千円

（0.9％）

人件費
90 億 8,972 万 3 千円

（17.0％）

義務的経費
270 億 5,318 万 1 千円

（50.6％）

扶助費
130 億 5,927 万 3 千円

（24.4％）

民生費
164億929万5千円

（30.7％）

総務費
69億9,782万6千円

（13.1％）

衛生費
68億7,345万5千円

（12.8％）

公債費
49億418万5千円
（9.2％）

土木費
56億8,923万8千円
（10.6％）

農林水産業費
18億6,971万7千円

（3.5％）

消防費
20億7,994万5千円

（3.9％）

商工費
20億1,450万5千円

（3.7％）

災害復旧費
10億3,316万2千円

（1.9％）

議会費
3億427万6千円

（0.6％）

諸支出金
8億9,045万4千円

（1.7％）

労働費
3,531万3千円

（0.1％）

予備費
5,000万円

（0.1％）

（％）

公債費
49 億 418 万 5 千円

（9.2％）

普通建設事業費
56 億 1,992 万 6 千円

（10.5％）

物件費
82 億 6,313 万 1 千円

（15.5％）

投資的経費
66 億 5,308 万 8 千円

（12.4％）

その他
197 億 6,373 万 1 千円

（37.0％）

補助費等
51 億 6,726 万 9 千円

（9.7％）

維持補修費
12 億 5,523 万 8 千円

（2.3％）

災害復旧事業費
10 億 3,316 万 2 千円

（1.9％）

その他
10 億 8,392 万 6 千円（2.0％）

繰出金
39 億 9,416 万 7 千円

（7.5％）

（目的別）歳出

歳入

教育費
43億1,862万9千円
（8.1％）

※端数調整により、数値が一致していない場合があります。

当初予算の概要

● 一般会計の年度末市債残高の推移

● 特別会計　当初予算額および市債残高 

● 全会計の年度末市債残高の推移 （単位：億円）

● 一時借入金の状況

● 年度末基金残高の推移 （単位：億円）

（単位：億円）

※特定目的基金（一般会計分）を計上

※Ｈ21（合併 5年後）、Ｈ26（合併 10 年後）、R1（合併 15 年後）

※年度末は支払いが集中するため、一時的に借り入れるお金です。

● 公営企業会計　当初予算額および企業債残高

公営企業会計名称 令和 4 年度当初予算額 企業債（借入金）の現在高 
（令和 4 年 3 月 31 日現在）

水道事業

収益的収支
収入 18 億 9,058 万　　円

46 億 3,532 万 9 千円
支出 17 億　425 万 6千円

資本的収支
収入 2億 8,520 万　　円

支出 11 億 1,891 万 3 千円

簡易水道事業

収益的収支
収入 3億　670 万 9千円

7億 7,256 万 8 千円
支出 2億 9,429 万 6 千円

資本的収支
収入 1億　950 万　　円

支出 1億 8,802 万 6 千円

下水道事業

収益的収支
収入 8億 7,696 万 3 千円

61 億 1,887 万 1 千円
支出 8億 5,213 万 3 千円

資本的収支
収入 9億 6,208 万 2 千円

支出 11 億 8,530 万 8 千円

区　分 Ｈ17 Ｈ21 Ｈ26 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

残　高 617.1 507.3 491.3 371.9 364.9 358.4 350.5�

区　分 Ｈ17 Ｈ21 Ｈ26 Ｒ１ Ｒ４（当初予算ベース）

残　高 845.4 734.2 661.0 503.5 479.5

会計名称 一時借入金残高 借入期間

一般会計 0円 －

区　分 Ｈ17 Ｈ21 Ｈ26 Ｒ１ Ｒ４（当初予算ベース）

残　高 115.6 123.9 206.5 150.6 122.4

特別会計名称 令和 4 年度当初予算額 市債（借入金）の現在高
（令和 4 年 3 月 31 日現在）

温泉給湯事業 4,703 万 8 千円 －

浄化槽事業 1,152 万 7 千円 2,011 万 7 千円

天辰第一地区土地区画整理事業 3億 3,472 万 6 千円 6億 3,999 万 6 千円

天辰第二地区土地区画整理事業 10 億　530 万 1千円 5億 6,747 万 3 千円

入来温泉場地区土地区画整理事業 1億 8,264 万 1 千円 3億 5,630 万 2 千円

国民健康保険事業 107 億 8,120 万 9 千円 －

国民健康保険直営診療施設勘定 9億 7,928 万 4 千円 5,837 万 9 千円

介護保険事業 115 億 4,850 万 5 千円 －

後期高齢者医療事業 14 億 8,126 万 9 千円 －

9 特別会計の合計 263 億 7,150 万　　円 16 億 4,226 万 7 千円

令和 4 年3月31日現在
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特
に
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
が
田
畑
へ
侵
入

し
、
あ
ぜ
を
掘
り
起
こ
し
た
り
崩
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
農
林
産
物
の
収
穫
量
が
減

る
な
ど
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
や
カ

ラ
ス
な
ど
の
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
依
然
と

し
て
増
え
る
一
方
だ
そ
う
。

　
で
も
こ
れ
っ
て
ど
う
や
っ
た
ら
被
害
が

減
ら
せ
る
の
？

　
今
回
は
、
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
！

　
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
鳥
獣

に
よ
る
農
林
産
物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
基
本
と
し
て
３
つ
の
柱
を
立
て
て

防
止
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が

あ
る
み
た
い
で
す
。

　
被
害
防
止
の
３
つ
の
柱
っ
て
い
っ
た

い
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
？
具
体

的
に
私
た
ち
は
何
を
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
の
？

　
詳
し
い
中
身
を
見
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

①｢

寄
せ
付
け
な
い｣

た
め

　

 

の
取
り
組
み

　
被
害
が
増
加
す
る
最
大
の
要
因
は
、

人
に
よ
る｢

餌
付
け｣

な
ん
だ
と
か
。

　
鳥
獣
被
害
は
農
家
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
行
っ
て
い
る
行
為
が
、
鳥

獣
を
呼
び
寄
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能

性
も
。
家
や
庭
の
手
入
れ
を
放
棄
し
て

い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
そ
こ
が
鳥
獣
た

ち
の
絶
好
の
隠
れ
場
所
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
周
り

に
使
っ
て
い
な
い
物
や
放
置
し
た
果
樹

な
ど
あ
れ
ば
、
隠
れ
家
や
餌
を
求
め
て

鳥
獣
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
普
段
の
行
動
を
再
度
見
直
す
こ
と
が

寄
せ
付
け
な
い
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

第 32回

～市民みんな
で防ごう！

農林産物へ
の鳥獣被害

編～

　
皆
さ
ん
は
、
本
市
の
農
林
産
物
に
対

し
、
鳥
獣
被
害
を
ど
の
く
ら
い
受
け
て

い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
令
和
３
年
度
に
お
け
る
本
市
で
の
鳥

獣
被
害
に
関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
入
手
し
ま
し
た
。

※写真（合）南九州野生動物保護管理センター提供

３ つ の 柱
①寄せ付けない
②侵入を防止する
③個体数を減らす

重
要
ポ
イ
ン
ト

 

・
収
穫
し
な
い
野
菜
や
果
物
を
放
置
し
な
い
。

 

・
収
穫
せ
ず
放
置
し
て
い
る
果
樹(

柿
や

ミ
カ
ン
な
ど)

は
伐
採
す
る
。

※
有
害
鳥
獣
に
餌
場
を
提
供
し
な
い
こ
と
、

人
間
は
怖
い
生
き
物
と
し
っ
か
り
認
識

さ
せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

鳥獣被害防止対策

被害内容

●イノシシ
●シカ
●アナグマ
●その他獣類
●鳥類

●被害のある水田
●被害のない水田

令和３年度鳥獣アンケート結果 ●対象調査期間（令和２年８月～令和３年８月末）
何らかの鳥獣により被害を受けているもの（水田）

19％

81％
62％25％

4％
1％

8％

令和３年度鳥獣被害アンケート結果 ●対象調査期間（令和２年８月～令和３年８月末）

鳥
獣
被
害
は
農
家
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
？
私
た
ち
に

も
で
き
る
こ
と
は
？
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②｢

侵
入
を
防
止
す
る｣

た

　

 

め
の
取
り
組
み

 

耕
作
放
棄
地
を
作
ら
な
い
・
解
消
す
る

　
有
害
鳥
獣
は
臆
病
な

性
質
を
持
っ
て
い
て
、
人

を
恐
れ
ま
す
。
山
林
や
耕

作
放
棄
地
に
身
を
隠
す
な

ど
、
意
外
と
私
た
ち
の
近

く
に
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
農
地
の
周
り
が
う
っ

そ
う
と
し
て
見
通
し
が
効

か
な
く
な
る
と
、
ま
す
ま

す
鳥
獣
た
ち
の
隠
れ
場
所

を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
山
林
に
接
す

る
農
地
で
は
、
見
通
し
を

良
く
す
る
こ
と
で
鳥
獣
が

身
を
隠
す
場
所
が
な
く
な

り
、
侵
入
を
し
づ
ら
く
す

る
こ
と
が
で
き
る｢

緩
衝
帯｣

を
設
け
る
の
が
◎
。

 

防
護
柵
な
ど
の
利
用

　
防
護
柵
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
一
つ

の
良
い
手
段
で
す
。
し
か
し
、
防
護
柵

な
ど
を
設
置
し
て
も
、
管
理
を
怠
れ
ば
、

被
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
正

し
い
設
置
方
法
と
運
用
・
管
理
を
す
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

電
気
柵
／

▼
長
所
＝
安
価
、
設
置
が
簡
単

▼
短
所
＝
定
期
的
な
草
刈
り
が
必
要

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
／

▼
長
所
＝
農
地
を
囲
う
こ
と
で
高
い
効

　
　
　
　
果
が
得
ら
れ
る

▼
短
所
＝
高
価
、
設
置
が
重
労
働
な
ど

　
ま
た
、
本
市
で
は
鳥
獣
被
害
防
止
施

設（
電
気
柵
な
ど
）を
設
置
す
る
方
へ
の

補
助
金
も
あ
る
み
た
い
な
の
で
、
要

チ
ェ
ッ
ク
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

③
「
個
体
数
を
減
ら
す
」
た

　

 

め
の
取
り
組
み

 

猟
銃
や
わ
な
に
よ
る
駆
除
を
実
施

　
農
林
産
物
な
ど
の
被
害
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
地
域
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
、

駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
合
い
、
　

鳥
獣
被
害
を
減
ら
そ
う

　
今
ま
で「
鳥
獣
は
捕
獲
し
て
も
ら
え

る
か
ら
大
丈
夫
」「
柵
を
取
り
付
け
た
か

ら
安
心
」「
収
穫
で
き
な
い
傷
ん
だ
野
菜

は
こ
こ
に
捨
て
て
し
ま
お
う
」そ
う
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
鳥
獣
被
害
を
な
く
す
た
め
に
は
、
み

ん
な
で
一
体
と
な
り
、
①
寄
せ
付
け
な

い
②
侵
入
を
防
止
す
る
③
個
体
数
を
減

ら
す
の
３
つ
の
柱
を
中
心
に
対
策
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
市
の
活
動
の
一
環
と
し
て
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
推
進
研
修
会
や
出
前
講
座

な
ど
を
開
催
し
、
有
害
鳥
獣
の
生
態
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
活
動
も
行
っ
て

い
る
そ
う
な
の
で
参
加
し
て
み
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
の
３
つ
の
柱
を
正
し

く
理
解
し
、
鳥
獣
被
害
の
な
い
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
や
紹
介
し
た
い

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
秘
書
広
報
課

企
画
総
務
・
広
聴
広
報
Ｇ（
内
線
４
１
２
２
）

重
要
ポ
イ
ン
ト

　
　（電
気
柵
設
置
・
運
用
に
つ
い
て
）

・
通
電
性
の
良
い
場
所
に
設
置
。

・
漏
電
防
止
の
た
め
、
定
期
的
な
草
刈

り
を
行
い
、
整
備
や
点
検
を
行
う
。

・
可
能
な
限
り
、
24
時
間
３
６
５
日
設

置
し
て
お
く
事
が
効
果
的
で
す
。

・
注
意
喚
起
の
表
示
板
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
用
電
源
か
ら
の
直
結
は
非
常
に

危
険
で
す
。
必
ず
専
用
機
器（
電
気

牧
柵
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対象者／市内に居住し、農林産物を生産す
る個人または団体
対象面積／対象農地などが１０００㎡以上
※事前着工は認められません。
※その他の要件、補助率、申請手続きなどの詳細
は、事前に農業政策課へお問い合わせください。
申請方法／本庁４階農業政策課または各支
所、甑島振興局に備え付けの申請書に必要
事項を明記の上、申請してください。
問合先／農業政策課農政Ｇ (内線4223)

重
要
ポ
イ
ン
ト

・
早
期
に
捕
獲
す
る
こ
と
が
大
切
。

・
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
市
役
所
農
業
政

策
課
農
政
Ｇ(

内
線
４
２
２
３)

へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鳥獣被害防止施設導入事業補助金



すぐそばにある。
働きすぎのパパのおはなし

素晴らしきお菓子缶の世界 なぜ、穴を見つけるとのぞきたくなるの？ しろいうさぎとくろいうさぎ

備えのエクステリア
＆ガーデン

はじめてのおうち
カフェ入門

日本で見つける
まるで海外な絶景旅

あしたへの翼 おばあちゃん
を介護したわたしの春

子どもがパクパク食べる！
魔法のおうちごはん

原案／レイカとカンゲン
文・見守った人／いちかわえびぞう
絵／マリマリマーチ

▲図書館HP

作／ガ―ス・ウイリアムズ
訳／まつおかきょうこ

発行／ブティック社 著／岩崎泰三 発行／ JTBパブリッシング 著／中島信子著／あおい

著／中田ぷう 著／石川幹人

　人生に疲れ切っていたパパは、ある夜、パ
ソコンの中に吸い込まれて行きます。そこ
は、オニの世界でした。子どもの姿に変わっ
たパパにオニたちはとても優しく、楽しい
日々を過ごします。オニの世界での様子が
描かれた絵はとても楽しそうです。自分に
余裕がなくなると、自分のことも大切なこ
とも見失ってしまう。ちょっと立ち止まっ
てみるきっかけを教えてくれる本です。

　｢魔法の鼻を持つ犬｣と共に
教え子の秘密を探る理科教師
の話をはじめ、６つの章から
成る小説です。1章おきに上下
逆転して印刷されていて、読
む順番によって720通りの物
語を楽しめ、順番を変えるた
びに印象が変わる不思議な小
説です。

　実用品でありながら、
美しさと緻密さで、時
には、お菓子よりも心
引かれてしまうお菓
子の缶。
　葛飾北斎やルノワー
ルなど芸術作品に彩
られたアート缶の他、
昔からある定番の缶
や憧れの外国の缶ま
で、500以上の菓子缶
の、歴史と魅力をお楽
しみください。

■パソコンによるビデオ編集講座 （※受講無料）
時／７月 12 日（火）10 時〜 16 時　　所／中央公民館 1 階視聴覚室
内容／当日、デジタルビデオカメラで撮影を行い、パソコンでその映像の編集方法を学びます。
※デジタルビデオカメラ、パソコンはこちらで準備します。
対象／ビデオ編集に興味があり、簡単なパソコン操作ができる 20 才以上の方
定員／先着 10 人
申込開始／６月１日 ( 水 ) 〜　
申込方法／直接、電話、ファクス
※受付時間は 10 時〜 17 時

  視聴覚ライブラリー（中央図書館内）
 0996（22）3543　  0996（21）1289

　虹の｢ふもと｣には
いけないの？｢ふつ
う｣って誰が決めて
いるの？子どもの50
の質問に答えます。
疑問を持ち、人に聞
いたり自分で調べた
りすることで、情報
を選び取る力や判
断力を身に付けてほ
しいと出版されまし
た。さあ、一緒に考え
てみましょう。

　うさぎたちが、お互
いの大切さを確かめ
合うまでを描いた愛
の物語です。淡い水
彩画のような静かな
絵から、優しさやお互
いを思う気持ちが伝
わってきます。50年以
上も前に出版され今
も世界中で読み継が
れており、結婚式の贈
り物に選ばれること
も多い絵本です。

新着本

おすすめ本
利用者オススメの本

問　合　先

中央図書館 0996（22）3542
樋脇分館 0996（38）0009
入来分館 0996（44）5311
東郷分館 0996（42）0053
祁答院分館 0996（21）8755
里分館 09969（3）2958
上甑分館 09969（2）0031
下甑分館 09969（7）0311
鹿島分館 09969（4）2211

Ｎ（エヌ）著／道尾秀介
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今
回
は
、
株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー

産
業
を「
深
ボ
リ
！
」。
取
締
役
営

業
部
長

　前ま
え

田だ

将ま
さ
の
ぶ伸
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
昭
和
42
年
株
式
会

社
鹿
越
の
事
業
部
門
と
し
て
、
オ

ガ
ラ
イ
ト
、
剣
道
用
竹
刀
製
造
販

売
、
竹
単
板
製
造
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
47
年
株

式
会
社
鹿
越
事
業
部
門
よ
り
分
離

独
立
し
、
同
年
に
鹿
児
島
県
で
開

催
さ
れ
た
第
27
回
国
民
体
育
大
会

（
太
陽
国
体
）に
ち
な
ん
で
、
株
式

会
社
タ
イ
ヨ
ー
産
業
を
設
立
し
ま

し
た
。
剣
道
具
竹
刀
製
造
、
全
国

へ
の
竹
刀
の
販
売
、
近
年
で
は
少

な
い
で
す
が
海
外
へ
の
卸
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。

地
元
貢
献

　
全
国
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
大
会
が
中

止
に
な
る
な
ど
、
思
う
よ
う
に
剣

道
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
か
ら「
剣
道
を
や
り
た

い
！
」「
試
合
が
し
た
い
！
」と
い

う
多
く
の
声
を
聞
き
、
私
た
ち
に

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し

た
令
和
３
年
第
１
回
タ
イ
ヨ
ー
武

道
具
杯
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
会
に
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
と

て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
、「
来
年

も
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
」と
あ

り
が
た
い
お
言
葉
も
頂
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
３

月
に
は
少
し
規
模
を
広
げ
、
小
・

中
学
生
を
対

象
に
第
２
回

タ
イ
ヨ
ー
武

道
具
杯
も
開

催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

今
後
の
抱
負

　
今
後
も
、
お
客
さ
ま
の
お
言
葉

を
大
切
に
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

と
皆
さ
ま
の
笑
顔
を
見
続
け
て
い

け
る
よ
う
１
本
１
本
竹
刀
を
製
作

し
、
剣
道
業
界
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
地
元

貢
献
の
取
り
組
み
と
し
て
大
会
の

運
営
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、

新
た
な
試
み
と
し
て
本
市
の
竹
を

使
用
し
た
竹
刀
の
製
作
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
42
回

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー
産
業

小
倉
町
３
５
３

（
22
）７
１
０
１

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー
産
業

●所在地／里町里 3619
●営業時間／
　【ランチ】11:00 〜 14:00
　【カフェ・テイクアウト】
　10：00 〜 18：00
　 09969(3)2416
●定休日／不定休
　（事前にお電話で
　 ご確認ください）

起業者応援！

今月の起業人び と

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　看板メニューの手作り「あくま
き」を使ったデザートや地域に古く
から伝わる「こっぱ餅」などの軽食、
テイクアウトメニューの他、甑島で
捕れた魚介類を用いた土産物の販
売店として、令和３年７月に開店。
目の前に広がる自慢の透明な海を
眺めながら、ゆっくりと甑島の味を
ご賞味いただけます。（事前予約
でバーベキューも可）甑島にお越
しの際は、ぜひお気軽にお立ち寄
りください。

豊鶴（HOUKAKU）　　業種：飲食業　起業者：西
にしぞの
薗　鶴

つる
美
み
さん

こしきの
漁師家
海聖丸

かねき屋
庵地
つきあげ店

豊鶴
（HOUKAKU）

西
の
浜
海
岸

キリトリ
有効期限：

令和4年5月末まで

豊鶴にクーポンをお持ちいただいた方に

島チキ1個サービス（数量限定80個）

▲ 上
かみ

江
え

川
がわ

知
とも

美
み

代表取締役（前列左から３人目）、
前田将伸取締役営業部長（前列左から２人目）と社員の皆さん。

▲竹刀加工

▲手彫り
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新入学児童へ交通安全教材の寄贈
　３月 11 日（金）、公益社団法人鹿児島県トラック
協会から交通標識入りの定規約 900 本が市教育委
員会に寄贈されました。この定規は、子どもたちの
交通安全への
意識を高める
ことを目的に、
交通安全教材
として本市の
小学校新入学
児童へ配布し
ます。

高来地区生涯学習展示発表会

本市明推協会長が総務大臣表彰

　３月 15 日（火）～ 24 日（木）、高来地区コミュニ
ティセンターで、生涯学習展示発表会が開催されま
した。発表会では、各自主学級や地区住民の皆さん
の作品の他、地区内の保育園、小学校の子どもたち
の作品なども展示され、日頃の学習の成果が披露さ
れた地区の魅力溢れる空間となりました。

　本市の今
いま

井
い

浩
ひろ

生
お

（白和町在住）さんが、本市明るい
選挙推進協議会（明推協）の会長としての功績によ
り、「第 49回衆議院議員総選挙における総務大臣表
彰」を受賞されました。
　これは、平成 21 年から会長として、投票率向上
を図るため、街頭での啓発活動の実施などに自ら率
先して努め、
明るい選挙の
推進に尽力さ
れていること
が評価された
ものです。

平佐西小教職員一同が文部科学大臣賞

プロジェクトチーム
活動報告書手交式

　平佐西小学校の教職員一同が、令和３年度「文部
科学大臣優秀教職員表彰」の優秀教職員組織として、
表彰され、３月 18 日（金）に、同校で表彰式および
受賞報告を行いました。平佐西小学校は、20 年以
上にわたり、小学校の英語教育に関する研究を継続
しており、今回、これまでの研究公開や自主公開を
通してその
研究成果を
県内外に広
めてきた功
績が評価さ
れたもので
す。

　３月 31 日（木）、市民の皆さまの意見の広聴や中
堅職員などの人材育成・政策形成能力向上を目的に
設置された第 1期広聴・新ビジョンプロジェクト
チームが任期満了を迎え、これまでの活動報告を市
長へ手渡しました。この内容は、市ホームページで
も公表して
おり、第３
次総合計画
の策定に活
用します。

【情報提供：高来地区コミュニティ協議会】

「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。
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高
み
を
目
指
し
神
村
学
園
へ

　
川
内
北
中
学
校
陸
上
部
出
身
の
久

保
さ
ん
は
、
高
校
進
学
で
、
長
距
離

選
手
と
し
て
の
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
、
県
内
外
か
ら
強
力
な
選
手
が

集
ま
る
名
門
校
で
あ
る
神
村
学
園
の

門
を
た
た
き
ま
し
た
。

　「
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
神
村
学
園
に

進
む
こ
と
は
と
て
も
不
安
で
し
た

が
、
自
分
に
負
け
た
く
な
い
、
強
く

な
り
た
い
と
い
う
思
い
で
、
決
め
ま

し
た
」

優
勝
候
補
の
筆
頭
と
言
わ
れ

た
チ
ー
ム
で

　
令
和
２
年
、
神
村
学
園
駅
伝
部

は
、
都
道
府
県
予
選
で
全
国
大
会
の

歴
代
最
高
記
録
よ
り
速
い
タ
イ
ム
を

た
た
き
出
し
、
た
ち
ま
ち
優
勝
候
補

の
筆
頭
と
し
て
注
目
を
集
め
ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
、
２
年
生
と
な
っ
た

彼
女
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

初
め
て
挑
ん
だ
全
国
高
校
駅
伝
大
会

で
は
、
２
区
で
出
走
し
ま
す
が
、
11

位
で
受
け
取
っ
た
た
す
き
を
12
位
と

順
位
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
結
果
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
そ
の

後
の
周
り
の
追
い
上
げ
も
あ
り
、
準

優
勝
に
輝
き
ま
す
が
、
個
人
と
し
て

責
任
を
感
じ
た
彼
女
の
目
か
ら
は
、

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

雪
辱
に
燃
え
た
最
後
の
年

　
３
年
生
と
な
っ
た
久
保
さ
ん
は
、

神
村
学
園
駅
伝
部
で
主
将
と
な
り
、

同
時
に
、
全
国
高
校
駅
伝
が
行
わ
れ

る
舞
台
、
都
大
路
の
た
だ
一
人
の
経

験
者
と
し
て
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
へ
と

成
長
し
て
い
ま
し
た
。

　「
日
本
一
の
チ
ー
ム
に
し
た
い
と

い
う
思
い
を
強
く
持
ち
、
ま
ず
自
分

が
見
せ
て
い
く
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
し
か
し
、
そ
ん
な
気
持
ち
と
は
う

ら
は
ら
に
調
子
が
上
が
ら
な
い
日
々

が
続
き
、
そ
の
ス
ト
イ
ッ
ク
過
ぎ
る

ほ
ど
の
性
格
と
相
ま
っ
て
時
に
は
体

調
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
迎
え
た
最
後
の
高
校
駅

伝
で
は
、
各
校
の
エ
ー
ス
が
顔
を
そ

ろ
え
る
１
区
で
出
走
し
た
彼
女
で
し

た
が
、
ま
さ
か
の
区
間
17
位
と
い
う

結
果
に
。

　
３
位
入
賞
と
な
っ
た
神
村
学
園
駅

伝
部
の
主
将
と
し
て
、
涙
を
こ
ら
え

毅き
ぜ
ん然
と
し
た
態
度
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
る
も
、
み
ん
な
の
期
待
に
応

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
で
自

分
を
責
め
る
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
終

了
後
に
は
、
人
知
れ
ず
一
人
で
泣
き

続
け
ま
し
た
。

　
で
も
私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。

主
将
で
エ
ー
ス
と
い
う
重
責
と
、
い

や
応
な
し
に
寄
せ
ら
れ
る
大
き
な
期

待
の
中
で
苦
悩
を
抱
え
な
が
ら
、
こ

の
時
の
た
め
に
必
死
で
努
力
し
て
き

た
彼
女
と
３
位
入
賞
の
神
村
学
園
駅

伝
部
の
主
将
と
し
て
、
チ
ー
ム
を
こ

こ
ま
で
立
派
に
け
ん
引
し
て
き
た
功

績
を
。

故
郷
と
母
へ
の
思
い

　
高
校
を
卒
業
し
た
久
保
さ
ん
は
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
多
く
擁
す
る
株
式

会
社
デ
ン
ソ
ー
の
実
業
団
へ
と
進
み

ま
し
た
。
デ
ン
ソ
ー
に
決
め
た
の

は
、
本
市
で
度
々
合
宿
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
何
か
し
ら
の

形
で
恩
返
し
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い

と
母
が
一
人
待
つ
本
市
に
帰
っ
て
来

ら
れ
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
先
も
競
技
を
続
け
、

実
業
団
と
い
う
新
し
い
世
界
で
戦
っ

て
い
き
ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
に
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
笑
顔
と
元
気
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
に
世
界
で
戦
え
る
力
を
付
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

母
は
、
ど
ん
な
時
も
誰
よ
り
も
１
番

に
心
か
ら
寄
り
添
っ
て
く
れ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
支
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
好
き
な『
走
る
事
』を
さ

せ
て
く
れ
て
、
応
援
し
て
く
れ
て
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と

強
く
速
い
選
手
に
成
長
し
て
、
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

　
そ
の
名
前
の
と
お
り
に
心
優
し

く
、
故
郷
と
母
親
を
思
い
な
が
ら
、

前
を
向
く
彼
女
の
目
に
は
、
も
う
涙

は
見
え
ま
せ
ん
。

久く

ぼ保

　心み

ゆ優
さ
ん

（18）

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄
り添うことや人柄を表す言葉「人となり」
をイメージしたコーナーで、人物や活動の
紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

　
川
内
北
中
学
校
出
身
で
、
い

ち
き
串
木
野
市
の
神
村
学
園
高

等
部
へ
と
進
学
し
、
女
子
駅
伝

部
に
３
年
間
在
籍
し
た
久
保
心

優
さ
ん
。

　
今
回
は
、
名
門
神
村
学
園
に

あ
っ
て
、
主
将
と
エ
ー
ス
の
立

場
で
苦
悩
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム

を
け
ん
引
し
た
彼
女
の
思
い
に

寄
り
添
い
ま
す
。
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高
血
圧
の
日

経
験
者
と
し
て
伝
え
た
い

当
た
り
前
が

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い

執
印
　
私
は
、
少
し
前
に
大
病
を
患

い
ま
し
た
が
、
無
事
に
回
復
し
ま
し

た
。
今
は
、
自
分
な
り
に
健
康
に
は

気
を
使
っ
て
、
病
気
以
前
と
は
随
分

意
識
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
若
い
う
ち
か
ら
Ｊ
Ｃ
会
員
が

健
康
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
た
り
、

気
付
き
の
機
会
を
提
供
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

寺
迫

　私
た
ち
も
若
い
年
代
の
方

へ
、
健
康
な
体
づ
く
り
を
支
援
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
働
く
人
た

ち
の
周
り
に
は
ご
家
族
が
い
る
し
、

会
社
な
ら
同
僚
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、ご
家
族
・

職
場
の
人
た
ち
が
、
健
康
へ
の
正
し

い
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
き
っ

と
良
く
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

執
印

　脳
の
病
気
っ
て
寒
い
地
域
で

多
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
薩

摩
川
内
市
は
脳
疾
患
で
亡
く
な
る
方

が
多
い
と
聞
い
て
驚
い
て
。
そ
れ
な

ら
若
い
う
ち
か
ら
、
取
り
組
ん
だ
方

が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
迫

　脳
血
管
疾
患
は
随
分
前
か
ら

の
本
市
の
健
康
課
題
な
ん
で
す
。
最

近
で
は
、
心
筋
梗
塞
と
糖
尿
病
で
亡

く
な
る
方
も
多
く
な
っ
て
い
て
…
。

　
　
　

脳
血
管
疾
患
、

心
疾
患
の
予
防
に
は
、

血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切

寺
迫
　
家
庭
で
測
っ
た
血
圧
が
135
／

85
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
が
高
血
圧
の
診
断

基
準
で
す
。
若
い
世
代
は
、
ま
ず
下

の
血
圧
が
高
く
な
る
の
が
先
で
、
長

期
間
そ
の
状
態
が
続
く
と
上
の
血
圧

も
上
が
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
血

圧
は
日
内
変
動
が
あ
り
ま
す
し
、
測

る
た
び
に
変
わ
る
の
が
当
た
り
前
な

ん
で
す
。

坂
口
　
な
か
な
か
測
っ
た
こ
と
が
な

い
の
で
。
値
を
知
る
と
意
識
は
で
き

る
ん
で
す
か
ね
。

寺
迫
　
血
圧
を
測
る
機
会
が
な
い
で

す
よ
ね
。
そ
れ
に
、
高
血
圧
っ
て
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
。

坂
口
　（
血
圧
測
定
は
）
早
め
に
気
付

け
る
機
会
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

味
の
好
み
は
、
遺
伝
す
る
？

領
家
　
血
圧
も
遺
伝
っ
て
あ
る
ん
で

す
か
？

執
印
　
親
の
好
み
や
食
習
慣
が
、
そ

の
ま
ま
子
ど
も
の
好
み
に
な
る
ら
し

い
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
塩
気
の
あ
る

物
を
食
べ
る
家
庭
の
子
は
、
塩
気
の

あ
る
食
べ
物
を
お
い
し
い
と
感
じ
て

欲
す
る
。
そ
し
て
、
塩
分
の
取
り
過

ぎ
が
、
高
血
圧
の
原
因
に
。
子
ど
も

は
３
歳
く
ら
い
ま
で
に
塩
分
な
ど
の

味
を
覚
え
る
ら
し
い
で
す
。

領
家
　
じ
ゃ
あ
も
う
遅
い
で
す
ね
。

寺
迫
　
大
丈
夫
、遅
く
な
い
で
す
よ
。

「
味
覚
っ
て
変
わ
る
」
っ
て
言
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
。

Ｊ
Ｃ
の
仲
間
と
体
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

寺
迫
　
会
員
の
中
に
は
体
重
が
気
に

な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ら
し
い
で

す
ね
。

坂
口
　
ス
ー
ツ
の
ボ
タ
ン
が
閉
ま
ら

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た(

笑)

寺
迫
　
で
は
、
こ
れ
か
ら
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
め
た
ら
い
い
で
す
ね
。

執
印
　
こ
れ
を
機
に
、
年
１
回
の
健

康
診
断
を
受
け
る
と
か
心
掛
け
て
い

け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

５
月
17
日
は

５
月
か
ら
、
公
益
社
団
法
人
川
内
青
年
会
議

所（
以
下「
Ｊ
ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｒ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
」

の
頭
文
字「
Ｊ
Ｃ
」と
称
し
ま
す
）と
本
市(

市

民
健
康
課)

は
、
協
力
し
て
、
高
血
圧
の
学
習

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
Ｊ

Ｃ
の
３
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。　

※
薩
摩
川
内
市
と
Ｊ
Ｃ
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
タ
イ

　
ア
ッ
プ
宣
言
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
川
内
青
年
会
議
所

〇
理
事
長
　
執
し
ゅ
う
い
ん
け
い
ぞ
う

印
敬
三
さ
ん

〇
副
理
事
長
　
領り
ょ
う
け
ま
さ
と
も

家
将
公
さ
ん

〇
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
委
員
会
委
員
長

　
　
　
坂さ
か
ぐ
ち
そ
う

口
聡
さ
ん

薩
摩
川
内
市
市
民
健
康
課

〇
保
健
師�

寺
迫
安
代
グ
ル
ー
プ
員

※
高
血
圧
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知

　り
た
い
方
は
、
こ
ち
ら
か
ら
◀

問
合
先
／
市
民
健
康
課
健
康
増
進
第
１
Ｇ

　
　
　
　
☎︎（
22
）８
８
１
１

写真左から、坂口さん、執印さん、領家さん
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交渉・契約

契約が成立した場合、「空家バンク成約奨励金」を申請いただけます。

・薩摩川内市に住んでみたい！
・登録されている空き家を見学
してみたい！
・一戸建ての賃貸に住みたい！
・低予算で家を買いたい！
・甑島でのんびり暮らしたい！
・味のある古民家で生活したい！

※協会を介して所有者と利用希望者が交渉・契約を行います。

利用希望者

・空き家となった実家を相続し
たものの、家を管理したり固
定資産税を支払う事が負担に
なってきた。
・家を売って負担を減らしたい！
・家を貸して支払いの足しに！

所有者

建物業者
仲介

選定

協定

申請・登録

詳細情報

鹿児島県宅地建物取引業協会

薩摩川内市役所
申請・登録

空き家

交渉・契約

契約が成立した場合、「空家バンク成約奨励金」を申請いただけます。

・薩摩川内市に住んでみたい！
・登録されている空家を見学し
てみたい！
・一戸建ての賃貸に住みたい！
・低予算で家を買いたい！
・甑島でのんびり暮らしたい！
・味のある古民家で生活したい！

※協会を介して所有者と利用希望者が交渉・契約を行います。

利用希望者

・空家となった実家を相続した
ものの、家を管理したり固定
資産税を支払う事が負担に
なってきた。
・家を売って負担を減らしたい！
・家を貸して支払いの足しに！

所有者

建物業者

介
仲

定
選

定
協

申請・登録

詳細情報

鹿児島県宅地建物取引業協会

薩摩川内市役所
申請・登録

　
家
屋
は
、
空
き
家
と
な
っ
て
も
維

持
費
や
固
定
資
産
税
が
発
生
す
る
他
、

荒
廃
が
進
む
こ
と
で
、
部
材
の
飛
散

や
草
木
の
繁
茂
で
地
域
の
環
境
に
ま

で
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
空
き
家
の
利
活
用
の

た
め
に
も
、
市
内
に
空
き
家
を
所
有

し
、
そ
の
空
き
家
の
売
却
ま
た
は
賃

貸
を
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
で
き
る
空
き
家

　
次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
市

内
の
住
宅（
そ
の
敷
地
を
含
む
）

▼
個
人
の
居
住
用
の
住
宅

▼
現
在
誰
も
住
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
、

　
近
い
将
来
住
む
見
込
み
の
な
い
住
宅

空
き
家
を
利
用
で
き
る
方

　
定
住
目
的
で
市
内
に
転
入
し
よ
う

と
す
る
方
な
ど（
空
家
バ
ン
ク
の
利

用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。）

空
家
バ
ン
ク
成
約
奨
励
金

　
当
制
度
を
利
用
し
て
成
約
さ
れ
た

空
き
家
の
所
有
者
と
転
入
者
の
方
は
、

空
家
バ
ン
ク
成
約
奨
励
金
が
利
用
で

き
ま
す
。

注
意
事
項

　
空
き
家
の
所
有
者
と
利
用
希
望
者

間
の
仲
介
業
務（
具
体
的
な
交
渉
・

契
約
）は
、
本
市
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
に
加

盟
す
る
業
者
が
行
い
ま
す
。

空
き
家
を
売
り
た
い
方
・
貸
し
た
い
方

そ
し
て
、
利
用
し
た
い
方
も

「
空
家
バ
ン
ク
」に
登
録
を

※
本
ペ
ー
ジ
に
お
け
る『
宅
建

業
者
』と
は
、
市
と
協
定
を

締
結
し
て
い
る
鹿
児
島
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の

会
員
で
あ
る
市
内
の
宅
建

業
者
を
指
し
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
に
加
え
、
空
き

家
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
向
け
の
物
件
情
報
も
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認

で
き
ま
す
。

・担当の宅建業者の指名が可能に
・登録時の早い段階で担当宅建業者が決まり、売買・賃貸借に向
けた詳細な打ち合わせが可能に

※ 指名した宅建業者の都合で、希望に添えない場合もあります。
※ 過去に空家バンク以外で媒介契約を結んでいる宅建業者を希望する場合、過

去１年以上にわたり成約に至らなかった物件の登録に限ります。また、 基本
として、空家バンクを介さずに宅建業者と媒介契約などを結んでいる物件
は登録不可です。

市内間の転居での利用や地域活性化の寄与を目的
とした利用も可能に

（例）
・二地域居住で本市に滞在しながら
  テレワークなどをされる方
・地元食材を使用した古民家レストラン
  など地域活性化に貢献するような
  事業を行う民間企業など

▲空家バンク契約までの流れ（イメージ図）

▲ 空家バンクHP

問合先／本庁建築住宅課空き家政策Ｇ（内線 3635）

制度が新しくなりました

　空
家
バ
ン
ク
と
は
、
移
住
・
定
住
の
促
進
と
、
空
き
家
の

有
効
利
用
を
通
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
空
き
家
の

所
有
者
な
ど
が
、
登
録
さ
れ
た
空
き
家
の
情
報
を
、
利
用
を

希
望
す
る
方
へ
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　正
式
に
は
、「
薩
摩
川
内
市
空
家
情
報
登
録
制
度
」と
言
い
、

通
称「
空
家
バ
ン
ク
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

空
家
バ
ン
ク  

と
は

空き家の所有者の方(売りたい方・貸したい方) 空き家の利用希望の方（買いたい方・借りたい方）

ここが新しくなりました



　実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
取
材
の
様
子

な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▲ホームページ

▲インスタグラム

川
かわばた

畑　俊
とし

貴
き

 ポジション：フォワード
成年男子　樋脇ホッケークラブ

主な成績
平成 29 年度全日本選手権　優勝
平成 30 年度全日本選手権　優勝
アピールポイント

ドリブル・シュート
本人コメント

今までお世話になった方々にプレーで
恩返ししていきたい。

富
と み た

田　琉
りゅう

都
と

 ポジション：フォワード
少年男子　川薩清修館高校２年

主な成績
令和３年度全九州総体　５位
令和３年度全九州選抜大会　５位
アピールポイント

ボールキープ力・ムードメーカー
本人コメント

プレッシャーもある中、今まで支えてくださった方々に
感謝を忘れず、地元を盛り上げられるよう頑張りたい。

鈴
すずむら

村 あかね ポジション：ゴールキーパー
成年女子　鹿児島クラブ

主な成績
令和元年度全日本選手権　３位
令和元年度全日本学生選手権　３位
アピールポイント

打たれ強いところ
本人コメント

ホッケーを通じて今までお世話になった方々
に恩返ししたい。“想いをかたちに！”

井
いのうえ

上　愛
あ い か

翔 ポジション：フルバック
少年女子　川薩清修館高校２年

主な成績
令和３年度鹿児島県選抜　優勝
令和３年度全九州選抜大会　ベスト８
アピールポイント

ブロック・声を生かしたプレー
本人コメント

たくさんの方々に支えられながら育ってきた
地元で開催されることに感謝し、恩返しでき
るようなプレーをしていきたい。

　L 字型のスティックの片面のみを使
い、ドリブルやパスでボールを運び、
相手ゴールにボールを入れた得点で
競う競技です。１チーム 11 人 ( １人
はゴールキーパー )。
　シューティングサークルの中から
打たれたシュートのみが得点となり、
４クオーター ( １クオーター 15 分 )
で勝敗を決めます。

  ホッケー競技

かごしま国体 2023
有力選手たちを
取材！

　
本
市
で
は
樋
脇
地
域
で
ホ
ッ
ケ
ー
が
と
て

も
盛
ん
で
、
１
９
７
２
年
に
開
催
さ
れ
た
第

27
回
国
民
体
育
大
会(

太
陽
国
体)

で
は
旧
樋

脇
高
校(

現
川
薩
清
修
館
高
校)

が
優
勝
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
国
体
で
も
鹿
児
島
チ
ー
ム
・
旧

樋
脇
高
校
は
何
度
も
優
勝
す
る
な
ど
好
成
績

を
収
め
て
お
り
、
数
々
の
優
秀
な
選
手
を
輩

出
し
、「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
樋
脇
町
」と
し
て

全
国
に
そ
の
名
を
轟

か
せ
て
い
ま
す�
。

ホ
ッ
ケ
ー

開
催
日
程
／
令
和
５
年
10
月
８
日(

日)

　
　
　
　
　
　
～
12
日(

木)【
５
日
間
】　

会
場
／
成
年
男
女
：
樋
脇
屋
外
人
工
芝
競
技
場

少
年
男
女
：
丸
山
自
然
公
園
人
工
芝
コ
ー
ト

※
全
種
別
、
決
勝
戦
は
、
樋
脇
屋
外
人
工

　
芝
競
技
場

　
３
位
決
定
戦
は
、
丸
山
自
然
公
園
人
工

　
芝
コ
ー
ト
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…
日
時
・
期
間
・
期
日
　

…
場

所
　

…
内
容
　

…
対
象
　

…

定
員
　

…
受
講
料
・
参
加
料
　

…
出
演
　

…
講
師
　

…
申
込
期

間
　

…
申
込
方
法
　

…
募
集
住

宅
　

…
抽
選
日
・
抽
選
場
所
　

…
そ
の
他
　

…
託
児
　

…
資
格 

…
問
合
先
　

…
申
込
先
・
提
出

先
・
届
出
先
　

…
電
話
番
号
　

…
内
線
　

…
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

…

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

月
と
金
星
の
　
　
　
　
　
　

超
大
接
近
観
望
会

５
月
27
日（
金
）12
時
～
15
時

※
天
候
不
良
時
は
中
止

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

青
空
に
浮
か
ぶ
三
日
月
と
、
す
ぐ

そ
ば
で
輝
く
金
星
の
め
っ
た
に
見
ら

れ
な
い
超
接
近
の
様
子
の
観
察

※
要
入
館
料

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

名
作
シ
ネ
マ
無
料
上
映
会
　 

【
要
申
込
】

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

各
回
先
着
95
人
　

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

５
月
21
日（
土
）～

電
話

※
受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

ト
ピ
ッ
ク
展
示｢

暦
の
歴
史

～
旧
暦
か
ら
新
暦
へ
～｣

５
月
24
日（
火
）～
翌
年
３
月
26
日

（
日
）川

内
歴
史
資
料
館

明
治
５
年
の
太
政
官
布
告
に
よ
り

改
暦
が
公
布
さ
れ
て
１
５
０
年
に
ち

な
み
、
暦
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介

※ 

入
場
無
料（
２
階
展
示
室
見
学
の

場
合
、
要
入
館
料
）

※ 

月
曜
日
は
休
館
日（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
翌
日
）

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

▼ 

川
内
地
域
＝
戸
川
、
高
来
、
勝
目

一
般
、
百
次
、
月
見
、
今
村
、
宮

下
市
営

▼
樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
八
幡

▼ 

入
来
地
域
＝
芝
町
、
入
来
諏
訪
原
、

立
山
一
般

▼
東
郷
地
域
＝
前
原

▼ 

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
宮
ノ
宇
都
、
藺
牟
田
特
公
賃
、

会
田
特
公
賃

▼
里
地
域
＝
新
町
、
薗
下

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田
、
茶
之
木

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

５
月
26
日(

木)

必
着

の
各
所
に
備
え
付
け
ま
た
は

市

上
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

※ 

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、
抽
選

５
月
30
日（
月
）10
時
～
　

の

各
所

※ 

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

の
各
所
に
備
え
付
け
）

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市

営
住
宅
管
理
事
務
所

（
25
）１
９
０
０

本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組
市

営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
37
）２
５
３
３

甑
島
地
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ

ム
甑
島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
の
委
託
訓
練
生

就
業
実
務
科（
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

型
訓
練
４
カ
月
コ
ー
ス
）

８
月
２
日（
火
）～
11
月
28
日（
月
）

※ 

訓
練
期
間
中
は
、
訓
練
給
付
金
な

ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

障
害
者
就
労
ア
カ
デ
ミ
ー（
鹿
児

島
市
新
屋
敷
町
）

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
接
遇
な
ど
の

習
得
、
職
場
実
習

障
害
の
あ
る
方
で
早
期
の
就
職
や

再
就
職
を
目
指
す
方

６
人

７
月
５
日（
火
）ま
で

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に

備
え
付
け
の
願
書
な
ど
の
必
要
書
類

を
、

に
直
接

※ 

選
考
方
法
は
面
接
、
７
月
14
日

（
木
）、
障
害
者
就
労
ア
カ
デ
ミ
ー

（
鹿
児
島
市
新
屋
敷
町
）

※ 

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
型
訓
練
：
施

設
内
訓
練
と
職
場
実
習
を
組
み
合

わ
せ
た
訓
練

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
入
来
町
浦
之
名
）

（
44
）２
２
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内（
川
内
公

共
職
業
安
定
所
）

（
22
）８
６
０
９

は
ぐ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
く
ら
ぶ
参
加
者

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

市
内
に
居
住
し
て
い
る
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者

※
参
加
無
料
、
随
時
受
付

各
ク
ラ
ス
先
着
25
組

親
子
で
一
緒
に
参
加
で
き
る
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
イ
ベ
ン
ト

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
、
登
録
後
に
必
要
事
項
を
入
力

の
上
、
送
信
ま
た
は
電
話

川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01（
サ

ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
内
）

０
８
０（
６
４
２
５
）５
５
０
３

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

募
集

時 タイトル 出　演

6/18（土）
10:00 ～
11:53

風をつかまえた少年
(字幕）

（H30 ロングライド)

マクスウェル・
シンバ、キウェ
テル・イジョ
フォー、リ
リー・バンダ
　他

6/19（日）
10:00 ～
11:59

８年越しの花嫁
奇跡の実話
(H29 松竹)

佐藤健、土屋
太鳳、
薬師丸ひろ子
　他

※開場は各上演開始30分前〜

クラス名 時
はいはいクラス

（５カ月～１歳児くらい）
５/18（水）～
毎週 水曜日

ワンツークラス（月）
（１歳児以上）

５/23（月）～
毎週 月曜日

ワンツークラス（水）
（１歳児以上）

５/18（水）～
毎週 水曜日

※参加クラスにより、時間が異なります。
※樋脇地域、甑島区域でも開催します。
　詳しくはお問い合わせください。

▲はぐHUG
　くらぶ
　LINE
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高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
超
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、
支
援
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
重
視

し
た
地
域
の
支
え
合
い
活
動（
健
康

づ
く
り
や
友
愛
活
動
）を
行
い
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
介
護
予
防
事
業

や
地
域
支
援
事
業
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

※ 

お
お
む
ね
60
歳
か
ら
加
入
で
き
ま

す
。（
60
歳
未
満
の
方
も
加
入
可
）

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
22
）２
７
３
１

全
国
戦
没
者
追
悼
式

８
月
15
日（
月
）

日
本
武
道
館（
東
京
都
）

戦
没
者
・
一
般
戦
災
死
没
者
の
配

偶
者
・
遺
族

※
申
込
多
数
の
場
合
、
選
考

※
過
去
に
参
列
し
て
い
な
い
方
優
先

※ ｢

次
世
代
へ
の
継
承｣

と
い
う
観
点

で「
18
歳
未
満
の
遺
族
」も
募
集

団
体
行
動
旅
費
お
よ
び
集
合
場
所

ま
で
の
旅
費

５
月
31
日（
火
）ま
で

本
庁
２
階
障
害
・
社
会
福
祉
課
ま

た
は
各
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接

本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
企
画

総
務
・
社
会
福
祉
Ｇ（

２
１
７
４
）、

各
支
所
、
甑
島
振
興
局

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

入
会
者

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
企

業
・
家
庭
・
官
公
庁
な
ど
か
ら
仕
事

を
受
注
し
、
会
員
で
あ
る
高
齢
者
に

提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
お
よ
び
高
齢
者
の
社
会
参
加
に

よ
る
生
き
が
い
の
充
実
、
ひ
い
て
は

生
涯
現
役
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

本
市
の
市
民
で
、
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
セ
ン

タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
す
る
方

※ 

入
会
希
望
の
方
は
、
入
会
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
所（
川
内
・
樋
脇
・
東
郷
地
域
）

（
20
）５
８
１
９

東
支
所（
入
来
・
祁
答
院
地
域
）

（
44
）３
７
８
０

甑
支
所（
甑
全
域
）

０
９
９
６
９（
２
）１
１
８
５

介
護
職
員
初
任
者
研
修
　
　

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
）受
講
者

６
月
14
日（
火
）～
８
月
26
日（
金
）

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
風
音

交
流
セ
ン
タ
ー

介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
や

こ
れ
か
ら
介
護
現
場
で
働
き
た
い
方

ま
た
は
無
資
格
で
、
既
に
介
護
現
場

で
働
い
て
い
る
方
な
ど

※
経
験
・
未
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

20
人

※ 

応
募
多
数
の
場
合
、
書
類
選
考

１
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

５
月
27
日（
金
）必
着

本
庁
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉
課
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
備
え
付
け
の

チ
ラ
シ
ま
た
は
市
比
野
福
祉
会

上
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
光
園

（
22
）２
７
６
３

（
25
）４
１
５
１

薩
摩
川
内
市
創
業
ス
ク
ー
ル

受
講
生

６
月
19
日（
日
）～
７
月
17
日（
日
）

の
各
日
曜
日（
全
５
回
）９
時
～
16
時

※
初
日
、
最
終
日
に
交
流
会
あ
り

川
内
商
工
会
議
所

経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
会
計
、

財
務
、
人
材
育
成
、
資
金
調
達
な
ど

を
通
し
た
創
業
時
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
作
成
支
援

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
　
坂
本
篤
彦
氏
　
他

創
業
に
関
心
の
あ
る
方
、
創
業
か

ら
５
年
以
内
の
方

先
着
30
人

▼
市
内
居
住
者
＝
１
万
５
０
０
０
円

▼
市
外
居
住
者
＝
２
万
円

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
年
齢
を

明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
、
直
接
、
電

話
、

上
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

川
内
商
工
会
議
所

（
22
）２
２
６
７

（
22
）２
２
６
９

市
職
員
採
用
試
験

一
般
事
務
、
建
築
技
師
、
土
木
技

師
、
農
業
技
師【
果
樹
】

▼ 

一
般
事
務（
教
養
・
口
述
試
験
）＝

５
月
29
日（
日
）

▼ 

そ
の
他
の
職
種(

口
述
試
験
の
み)

＝
応
募
状
況
な
ど
に
よ
り
随
時
決

定
し
、
通
知

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
受
験

申
込
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
送
付

▼
一
般
事
務
＝
５
月
18
日（
水
）12
時

▼ 

そ
の
他
の
職
種
＝
定
員
に
達
す
る

ま
で

※ 

受
験
資
格
や
申
し
込
み
に
必
要
な

も
の
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は

「
募
集
要
項
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
庁
総
務
課
人
事
職
員
Ｇ（

４
５
２
２
）

認
知
症
無
料
相
談
会

▼ 

６
月
２
日（
木
）９
時
～
12
時
　
ひ

ま
わ
り
カ
フ
ェ（
西
開
聞
町
）

▼ 

６
月
５
日（
日
）13
時
～
15
時
　
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
ん
さ
ん
隣（
永

利
町
）

認
知
症
に
関
す
る
相
談

ど
な
た
で
も
可

わ
か
ま
つ
園（
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
）

（
25
）２
６
９
０

オ
フ
ィ
ス
藤
田（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
さ
ん
さ
ん
隣
）

（
22
）３
９
６
１

令
和
４
年
10
月
支
給
分
か
ら

の
児
童
手
当
制
度
の
一
部
変

更１
．
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に

な
り
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
令
和
４
年
よ
り
受
給

者
の
現
況
を
公
簿
な
ど
で
確
認
す
る

こ
と
で
、
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
引
き
続
き
、
６

月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
方

① 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
、

お
知
ら
せ

相
談

▲市 ▲商工会議
　所

▲市比野福
　祉会
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住
民
票
の
住
所
地
が
本
市
と
異
な

る
方

② 

支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票

が
な
い
方

③ 

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
さ

れ
て
い
る
方

④ 

法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、
施

設
・
里
親
の
受
給
者

⑤ 

そ
の
他
、
現
況
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
方

２
．
所
得
が
基
準
額
以
上
の
場
合
は
、

児
童
手
当
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
特
例
給
付
の
支
給
に
関
係
す
る
所

得
上
限
額
が
設
け
ら
れ
、
令
和
４
年

10
月
支
給
分(

令
和
４
年
６
月
分
以

降)

か
ら
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
の
所
得
が
所
得
上
限
限
度
額
以
上

の
場
合
、
児
童
手
当
な
ど
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
児
童
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
な
く

な
っ
た
後
に
所
得
が
所
得
上
限
限
度

額
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。本

庁
子
育
て
支
援
課
育
成
支
援
Ｇ

（

２
３
６
４
）

河
川
愛
護
月
間

　
５
月
21
日（
土
）～
６
月
20
日（
月
）

は「
河
川
愛
護
月
間
」で
す
。

　
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
河
川

愛
護
思
想
の
普
及
・
啓
発
を
行
い
、

河
川
を
大
切
に
し
、
き
れ
い
に
す
る

気
運
を
高
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
皆
さ
ま
の
自
主
的

な
河
川
愛
護
作
業
の
実
施
な
ど
、
河

川
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
・

創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
可
能
な
範
囲
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
道
路
河
川
課
建
設
管
理
Ｇ

（

３
３
２
３
）、
各
支
所
、
甑
島
振

興
局

市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
全
体
見
直
し
の
実
施

　
こ
の
整
備
計
画
で
は
、
県
知
事
が

定
め
た
農
業
の
振
興
を
図
る
べ
き
地

域
を
、
お
お
む
ね
10
年
先
を
見
据
え
、

農
業
用
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る

区
域（
農
用
地
区
域
）と
そ
れ
以
外
の

区
域
に
区
分
し
ま
す
。

　
農
用
地
区
域
に
設
定
さ
れ
た
場
合
、

非
農
業
的
土
地
利
用
が
制
限
さ
れ
、

原
則
と
し
て
、
農
地
転
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
個
別
の
申
し
出
に
よ
る
農

用
地
区
域
か
ら
の
除
外
や
編
入
な
ど

を
行
う
場
合
も
、
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律（
以
下
、「
農
振

法
」）で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
前
年
度
実
施
し
た
現

地
調
査
の
結
果
や
農
振
法
な
ど
の
基

準
に
基
づ
い
て
本
年
度
中
に
農
用
地

区
域
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

除
外
・
編
入
な
ど
の
基
準

▼
除
外
で
き
る
地
域

① 

国
・
県
道
や
学
校
な
ど
の
公
共
施

設
が
、
整
備
さ
れ
た
地
域
、
ま
た

は
整
備
さ
れ
る
予
定
が
あ
る
地
域

② 

農
地
で
あ
っ
た
場
所
が
山
林
・
原

野
化
し
、
か
ん
が
い
排
水
施
設
の

整
備
や
ほ
場
整
備
な
ど
、
土
地
改

良
事
業
の
受
益
地
に
該
当
し
な
い

地
域

③ 

耕
作
放
棄
な
ど
に
よ
り
、｢

非
農

地｣

と
決
定
さ
れ
た
土
地
　
他

▼
編
入
で
き
る
地
域

①
10 
　
以
上
の
集
団
的
な
農
地

②
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
受
益
地

③ 

２
ha
以
上
ま
た
は
①
・
②
の
土
地

に
隣
接
す
る
、
畜
舎
や
鶏
舎
な
ど

の
農
業
用
施
設
に
供
さ
れ
る
土
地

他整
備
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
個

別
の
変
更
申
し
出（
除
外
・
編
入
な

ど
）の
受
け
付
け
を
、
一
時
停
止
し

ま
す
。
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
や

編
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
停

止
期
間
前
ま
で
に
、
申
し
出
に
係
る

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

※ 

停
止
期
間
＝
８
月
１
日（
月
）～
翌

年
３
月
31
日（
金
）

※ 

整
備
計
画
の
見
直
し
に
際
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
整
備
計
画
変
更
に
係
る

説
明
・
意
見
交
換
会
を
、
今
後
開

催
す
る
予
定
で
す
。
開
催
に
つ
い

て
は
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
な
ど
を
通
じ
て
、
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

本
庁
農
業
政
策
課
農
政
Ｇ（

４

２
２
２
）

川
内
歴
史
資
料
館
・
川
内
ま

ご
こ
ろ
文
学
館
　
臨
時
休
館

５
月
31
日（
火
）

館
内
の
害
虫
駆
除
・
予
防
の
た
め

臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
頂
き
ま

し
た
企
業
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。　    

　 

（
敬
称
略
）

■ 

若
者
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
薩
摩
川
内
市
若
者
就

労
者
奨
学
金
返
還
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
資
金
寄
附

・
全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
山や

ま
し
た下
武た
け
ひ
こ彦

寄
附
・
寄
贈

　
寄
附
・
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
個
人
・

団
体
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
対
策
と
し
て
物
品
寄
贈

・
国
際
航
業
株
式
会
社
　
九
州
支
社

鹿
児
島
支
店
長
　
中な

か
は
ら
た
け
ひ
こ

原
武
彦

■ 

豪
雨
災
害
に
対
す
る
資
金
寄
附

・
気
仙
沼
市
長
　
　
　
　
　
菅
す
が
わ
ら
し
げ
る

原
茂

■ 

本
市
へ
物
品
・
備
品
寄
贈

・
株
式
会
社
Ｃ
ｒ
ｅ
ｄ
ｏ

代
表
取
締
役
　
西に

し
む
ら
な
お

村
直
也や

・
川
内
駐
屯
地
曹
友
会

会
長
　
江え

口ぐ
ち
ひ
で
あ
き

秀
章

■ 

消
防
局
へ
物
品
寄
贈

・
株
式
会
社
Ｃ
ｒ
ｅ
ｄ
ｏ

代
表
取
締
役
　
西に

し
む
ら
な
お

村
直
也や

■ 

亀
山
小
学
校
へ
図
書
寄
贈

・
時

と
き
よ
し
ひ
ろ
し

吉
寛

■ 

平
佐
東
小
学
校
へ
備
品
寄
贈

・�

鹿
児
島
銀
行（
指
定
：
株
式
会
社

中
川
製
作
所
　
会
長
　
茶ち

ゃ
え
ん
け
ん

園
建
四し

）

■ 

平
佐
西
小
学
校
へ
寄
附

・
一
般
財
団
法
人
寺
山
維
持
会

代
表
理
事
　
向む

か

井い

佑ゆ
う
い
ち一

■ 

東
郷
学
園
義
務
教
育
学
校
へ
備
品

寄
贈

・�

鹿
児
島
銀
行（
指
定
：
株
式
会
社�

セ
ン
コ
ン代

表
取
締
役
　
側そ

ば
し
ま
ふ
く
い
ち

島
福
一
）

※
令
和
３
年
12
月
～
令
和
４
年
３
月

　
寄
附
・
寄
贈
分

▲市

ha
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※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

祁
答
院
地
域

米
良

　
　柚ゆ

ず
は花

川
内
地
域

（
氏
　名
）

坂
本

　
　千
歳

加
治
屋

　國
愽

永
吉

　
　保
行

肱
岡

　修
一
郎

平
石

　ア
イ
子

梛
木

　ミ
サ
エ

武
元

　
代
子

仁
礼

　
　靜
枝

橋
口

　
　力
三

永
野

　
　静
夫

川
内
地
域

（
出
生
児
）

久
保

　
　礼れ

い
と斗

福
山

　
　稀ひ

い
ろ彩

三
山

　
　大ひ

ろ
と翔

山
下

　
　律り

つ

渡
辺

　
　奏そ

の暖

新
𠩤𠩤

　
　汐し

お
り莉

平
石

　
　野の

え恵

重
野

　
　修し

ゅ
う
た大

竹
山

　
　陽ひ

な
た葵

藤
崎

　
　羽わ

か花

西

　
　
　幸ゆ

き
ひ
で秀

甲
斐

　陽ひ

な

の

菜
乃

猪
八
重

　蒼あ
お
い

西
田

　
　希き

さ
と里

下
田
平

　芽め

い緯

神
丸

　
　優ゆ

な凪

牟
礼

　
　唯い

っ
し
ん心

新
納

　
　昊こ

う

斧
渕

　
　季り

お
と律

西
山

　
　莉り

な奈

米
丸

　
　和な

お穂

林

　
　
　誠せ

い
ま真

新
保

　
　叶か

の
あ碧

熊
之
細

　瑛え
い
す
け將

岩
山

　
　日ひ

よ
り和

樋
脇
地
域

有
馬

　美み

え

り

恵
莉

片
山

　
　快か

い
と人

東
郷
地
域

水
谷

　
　海か

い
し
ん心

塩
満

　
　心こ

は
る陽

濵
崎

　
　桜お

う
し志

市
來

　
　央お

と都

丸
山

　
　凪な

ぎ
さ颯

上
別
府

　凛り

あ空

植
村

　
　日ひ

な葵

井
之
元

　蒼あ
お

愛
甲

　
　栞か

ん
な菜

木
村

　
　帆ほ

の
か花

今
井

　
　深み

つ
き月

乘
越

　
　茉ま

い生

川
原

　
　大て

ん宙

大
原

　
　大ひ

ろ
き輝

重
森

　
　咲さ

く玖

⻆

　
　
　蓮は

る瑠

日
髙

　
　双ふ

た
ば葉

福
留

　梨り

い

か

依
華

田
中

　
　月つ

む
ぎ紬

長
嶺

　
　紬

つ
む
ぎ

田
畑

　
　優ゆ

の乃

　春は、いろいろな人との出会いがたくさんあっ
て、新しい友達が増えるつん。つんは、お客さ
まをお迎えするときは、「ゆくさ　おさいじゃし
た」とせんで弁でおもてなしをするつん。
　「ゆくさ」は、「ようこそ」、「よくぞ」の意味を
持つせんで弁。語源は、「能

よ

くこそ」かな？
　「おさいじゃした」は、「いらっしゃいました」
という意味のせんで弁。「来られた」をすごく丁寧
な言い方で表現しているつん。
　「ゆくさ　おさいじゃしたなぁ」と、感嘆を表
現する言葉を付けることで、心から歓迎する気
持ちを伝えることができて、せんで弁の奥ゆか

しさも感じることができるつん。
お見送りでは、「また　きやんせ
なぁ」とお伝えして、新たな出会
いに感謝し、再会を心待ちにし
ているつん。相手に、気持ちを
しっかりと伝えることは、とっ
ても大切つん。

せんで弁講座
お客さまをせんで弁でおもてなし

【
涼
】

（
年
齢
）

【
88
】

【
84
】

【
78
】

【
90
】

【
100
】

【
92
】

【
89
】

【
101
】

【
94
】

【
91
】

黒
木

向
田
本
町

宮
里

宮
崎

宮
崎

尾
白
江

都青
山

青
山

平
佐

天
辰

（
保
護
者
）

【
昂
平
】

【
敏
和
】

【
祐
司
】

【
祐
輝
】

【
涼
良
】

【
寛
樹
】

【
辰
哉
】

【
強
】

【
省
吾
】

【
俊
宏
】

【
文
仁
】

【
健
二
郎
】

【
巧
】

【
喜
一
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■総人口 92,800人（−281人）
　男　性 44,947人（− 89人）
　女　性 47,853人（−192人）
■世帯数 46,337世帯（＋120世帯）

市民の動き（4月1日現在）

3
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

3
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命

時／５月25日（水） 
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

市内交通事故の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/4/7）

区　分 件　数
交通事故 57 件（前年比 ＋    8 件）
死　　者 1 件（前年比 ＋    1 件）
負 傷 者 59 件（前年比 ＋    4 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/4/7）

区　分 件　数
火　災 17 件（前年比 ＋  11 件）
救　急 1167 件（前年比 ＋ 101 件）
救　助 16 件（前年比 ＋  8 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（5月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
軽自動車税全期 5月31日（火）
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８９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。
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切り取ってご利用ください。
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2022.5月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和４年
５月20日（金）消印有効

締 

切

▲ 竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば
絵
手
紙

み
つ
ば
あ
ば（
72
歳
）

奇
跡
の
ひ
ま
わ
り

　「
奇
跡
の
ひ
ま
わ
り
」の
存
在
を
知
り
、

種
を
頂
い
た
の
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え

ま
し
た
。
き
れ
い
で
し
た
の
で
ラ
イ
ン

友
達
に
送
る
と「
き
れ
い
で
す
ね
。
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
」と
た
く
さ
ん
の

方
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
確
か

に
黄
色
の
花
は
元
気
が
出
る
よ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
楽
し
い
行
事
が
な
く
な

り
、
楽
し
み
が
減
り
ま
し
た
。
ゆ
え
に

花
を
育
て
た
り
、
野
菜
の
成
長
も
楽
し

ん
だ
り
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
な
と

思
い
ま
す
。

え
み
ち
ゃ
ん（
62
歳
）

広
報
薩
摩
川
内
10
月
号
を
読
ん
で

　
ま
さ
に「
世
界
に
誇
る
」甲か
っ
ち
ゅ
う冑
で
す

ね
！
４
歳
の
息
子
が「
こ
こ
行
っ
た
ね
」

と
以
前
、
見
に
行
っ
た
時
の
こ
と
を
覚

え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
２
歳
の
娘
は

怖
か
っ
た
み
た
い
で
甲
冑
が
展
示
さ
れ

て
い
る
部
屋
を
早
く
出
よ
う
と
外
を
指

さ
し
て
い
ま
し
た(

笑)

素
晴
ら
し
い

伝
統
が
近
く
に
あ
る
こ
と
が
う
れ
し
い

で
す
。
も
っ
と
薩
摩
川
内
市
の
伝
統
を

知
り
た
い
で
す
。

３
児
の
マ
マ（
32
歳
）

サ
ン
セ
ベ
リ
ア

　
わ
が
家
に
は
長
年
来
の
サ
ン
セ
ベ
リ

ア
が
あ
り
ま
す
。
ふ
と
気
付
く
と
珍
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る
花
が
咲
き
、
優
し

い
香
り
が
し
て
い
ま
す
。
花
は
白
～
ク

リ
ー
ム
色
、
30
㌢
㍍
く
ら
い
の
長
さ
で
、

４
本
出
て
い
ま
す
。
サ
ン
セ
ベ
リ
ア
は

空
気
を
浄
化
す
る
効
果
が
あ
る
と
も
言

わ
れ
、
観
葉
植
物
と
し
て
大
切
に
育
て

て
き
ま
し
た
。
ま
た
今
年
も
咲
い
て
く

れ
る
と
い
い
な
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ハ
ナ
ヤ
サ
ン（
77
歳
）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真などを住所、
氏名、連絡先、ペンネーム、メッセージを記入の上、メールなど
でお送りください。

提出・問合先／本庁コミュニティ課生涯学習・ひとみらい政策G（内線4741）
　　　　　　　　 hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

三太（さんた）
住大小路町 32-14
営 11：00 〜 14：00 ／ 16：00 〜 19：00
休月曜日

090（5056）7585

ドラッグ
イレブン

エイブル

サーティワン

セブンイレブン

昴塾
● ●

●

●

●

3

三太

七五三のお祝いと、末っ子の1歳のお祝いをしました。
着物は3人とも手作りをして良い記念になりました！健康で、元気
に、家族仲良く楽しく過ごせますように♪ (ペンネーム: さとみ)

【締切】 ５月 27 日（金） 消印有効

　上記締切までにお便りをいただいた方の中から、
｢三太｣の店内商品全品で使える商品券（1,000円)を
３人にプレゼント。こだわりの「マグロブシ」を使用し
た、焼きそば・たこ焼き・お好み焼きが人気のメニュー。
焼きたてアツアツを濃厚ソースの香りとともにお召し
上がりください。
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■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　   0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　   0996（22）8115 （直通） 
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集
本庁未来政策部秘書広報課
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　 �0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　 �0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　 �0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　 �0996（55）1111��� 0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　 �09969（2）0001��� 09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　 �09969（3）2311��� 09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　 �09969（4）2211��� 09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　 �09969（7）0311��� 09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　 �0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　 �0996（20）8500��� 0996（20）8512
■
　

広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

■新型コロナワクチン接種　コールセンター
�050（3850）0018
※月曜日〜土曜日の8：30 〜 17：30
※日曜日・祝日は休み

やくしょにコール

問合先／ 本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
4月から新たな年度が始まり、環境も変化する中、慌た

だしい日々を過ごされていた方も多かったのではない
でしょうか。
　その４月も終わり、５月は新緑が楽しみな季節です。新緑
とは、晩春や初夏の頃の若葉の緑とされており、芽吹く若葉
は、鮮やかで、まぶしい緑でもあります。
　お気に入りの場所は、樋脇町にある丸山の新緑で、まある
い山全体が、変化に富んだ緑色に包まれ、彩られたグラデー
ションなど、見る角度によりさまざまな美しい姿が見られま
す。また風に揺れる木々からは、自然の力強い生命力も感じ
られます。その状態を近づいてじっくり観察したり、写真を
撮ったりすることが癒やしになっています。
　これからも自然に感謝して、小さな幸せを感じていきたい
です。� （平）

担当者の声

＜目　次＞

Ｐ２　 みらいアドバイザー政策提言発表
Ｐ４　 当初予算の概要
Ｐ８　 キジカケル突撃レポート！
Ｐ10　 行こうよ！図書館へ
Ｐ11　 企業のチカラ／今月の起業人
Ｐ12　 まちの話題
Ｐ13　 人のとなりに
Ｐ14　 5月17日は高血圧の日
Ｐ15　 空家バンク
Ｐ16　 かごしま国体通信
Ｐ17　 情報掲示板
Ｐ20　 うぶごえ・おくやみ
Ｐ22　 読者のひろば

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

桜の木のもとに

　今月の表紙は、通勤途中で
見かけて何年も前からずっ
と気になっていた、民家に
咲き誇る桜の木を取り上げ
させていただきました。
　実は桜は、根が伸びるの
で家の基礎を壊したり、毛
虫やムカデなどの害虫も付
きやすいため、庭に植える
のは、なかなか難しいのだ
そうです。

　そのような中にあって、立派に咲き誇る桜に目を奪われ、
シャッターを切りました。
　一般のお宅なので、詳しい場所は伏せさせていただきますが、
こちらの桜は、ご主人が子どもの頃にお父さまによって植えら
れたもので、過去には地元の人が集い、花見をしていた頃もあっ
たそうです。
　そんな人の思いに寄り添い大事に育てられた桜をお届けいた
します。

◎今月の表紙
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